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Abstract
In 2007, the Ministry of Health, Labour and Welfare released an interim report by
the Committee to Examine a Scheme for a Future Social Care System for Children. The
report suggested that the system should include two types of social care support for
children: nursing support to ensure childrenʼs growth, and psychological support to help
children to recover from emotional trauma caused by inadequate nursing care. In other
words, it can be said that children who are in need of social care have a certain level of
psychological, emotional and behavioral challenges.
Given the circumstances children face, this thesis aims to identify the effects of
nature learning experiences on the social independence of children who need social care.
These onsite nature learning experiences were provided as part of learning support
projects by Kacotam, an organization that offers comprehensive learning support to
children whose learning environments are insufficient for reasons of economic hardship
or family background. Consequently, it was suggested that new experiences and new
encounters from learning amidst nature played a positive role in enhancing their self-
acceptance and motivation, as well as in extending relationships with others.
Ⅰ はじめに
社会的養護とは⽛保護者のない児童や、保護者に監護させることが適当でない児童を、公的責任で社
会的に養育し、保護するとともに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援を行うこと（厚生労働省
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HP）⽜であり、⽛狭義には、里親や施設における養護の提供を意味するが、広義には、レスパイトケアや
一時保護、治療的デイケアや家庭支援等、地域における子どもの養育を支える体制を含めて幅広く捉え
ることができる。⽜とされている。厚生労働省より平成 29 年⚗月に発表された社会的養護を必要とする
児童（ここでは、里親、施設で生活をする児童を指す）は全国で約 45,000 人とされており、その委託数
の内訳は里親 4,973 人、ファミリーホーム 1,261 人、乳児院 2,901 人、児童養護施設 27,288 人、児童心
理治療施設 1,399 人、児童自立支援施設 1,395 人、母子生活支援施設 5,479 人、自立援助ホーム 516 人
となっている。また社会的養護を必要とする理由として親による虐待や親の精神疾患が上位を占めてお
り、他に親の入院・拘禁・経済的問題等がある。少子化といわれる中で増え続ける社会的養護を必要と
する子ども達や児童虐待相談件数。平成 23 年に厚生労働省より発表された⽛社会的養護の課題と将来
像⽜のなかで、⽛子どもの養育の場としての社会的養護⽜として⽛子どもは、適切な養育を受けることに
より、より良く生きていくために必要な意欲や、良き人間関係を築くための社会性を獲得し、社会の一
員としての責任と自覚を持つ。また、親をはじめとする信頼できる大人の存在を通して、適切な自己イ
メージを形成するとともに、生きるための自信を得ていく。⽜と指摘している。換言するならば、社会的
養護を必要とする子ども達には⽛意欲⽜⽛対人関係⽜⽛自己イメージ⽜の醸成にむけて何らかの支援が必
要と考えられる。
一方、文部科学省は⽛近年の子どもをめぐる課題⽜として⽛特に、人間関係をうまく作れない、集団
生活に適応できない子どもの増加やいじめの陰湿化に代表される規範意識の低下、物事に創意をもって
取り組む意欲の欠如、いわゆる⽝キレる⽞子どもの問題など、これまで見られた問題の深刻化とともに
新しい教育課題の発生も指摘されているところである。（文部科学省HP）⽜とし、その背景の一つに自
然や地域社会と深く関わる機会の減少を指摘している。このことより、自然体験が子どもの行動形成に
何らかの影響があることが予測される。
このような状況に鑑み、本稿ではカコタム（社会的養護を必要とする子ども達への総合的な学習支援
を行っている団体）の学習支援事業でかかわる子ども達が参加をした自然体験を通し、特に⽛意欲⽜⽛対
人関係⽜⽛自己イメージ⽜に関する自然体験学習の効果について、その特性を分析した。
Ⅱ 自然体験学習の効果に関する研究
自然体験学習の効果について、特に⽛意欲⽜⽛対人関係（主にコミュニケーションの力）⽜⽛自己イメー
ジ（主に自己肯定感）⽜に着目してレビューした。
国立青少年教育振興機構より報告された⽛青少年の体験活動等に関する実態調査（国立青少年教育振
興機構 平成 26 年度調査）⽜の結果概要（平成 28 年⚕月）では、自然体験学習の効果として以下の結果
を示している（関係文のみ抜粋）。
・自然体験や生活体験、お手伝いといった体験が豊富な子供や、生活習慣が身に付いている子供ほど、
⽛今の自分が好きだ⽜⽛体力には自信がある⽜といった自己肯定感や、⽛家であいさつをすること⽜⽛友
達が悪いことをしていたら、やめさせること⽜といった道徳観・正義感が高くなる傾向がみられる。
・子どもにかける教育費が高い家庭ほど、子供が自然体験を多くしている傾向がみられるが、生活体験
やお手伝いと教育費にはほとんど関係がみられない。
・教育費が高い家庭ほど、子供の自己肯定感や道徳観・正義感等が高くなる傾向がみられる。
つまり、家計に占める教育費の割合の高い家庭の子どもほど自然体験の機会が多く、自然体験が豊富
な子どもほど自己肯定感が高くなる傾向を示しているといえる。
西山は中・高生を対象に、思春期における自己肯定感に関する研究を行っている。西山は自己肯定感
を育てている生活体験の一つとして感動体験を挙げ、自己肯定感と感動体験の関連性を検討した結果、
感動体験の中でも⽛音楽鑑賞による感動体験⽜、ならびに⽛自然に対する感動体験⽜と自己肯定感との間
に関連性を見出した。
さらに佐伯らは、感動体験は⽛充実感⽜、⽛自己閉鎖性・人間不信⽜、⽛自己表明・対人的積極性⽜の⚓
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因子に高い影響を与え児童の自己肯定意識を高めることを示した。佐伯らによると⽛感動体験によって
⽝充実感⽞が高まる理由としては、感動体験を経験するとポジティブな感情が得られるためであると考え
られる。また、感動体験によって⽝自己表明・対人的積極性⽞が高まる理由としては、感動体験には他
者に対して寛容になる効果があり、他者との友好関係を築いたり、他者と積極的に交流することができ
るためであると考えられる。また、感動体験によって⽝自己閉鎖性・人間不信⽞が低くなる理由として
は、感動体験には人を信頼できるようになる効果もあり、注意が自分だけでなく他者の方にも向き、こ
ころを他者に開くように作用するためであると考えられる⽜と説明している。
鈴木は⽛地域における体験学習・体験活動の効果に関する研究⽜（日本教育工学会論文誌 2007）のな
かで、地域における体験学習・体験活動では⽛自然体験⽜⽛ものづくり体験⽜⽛交流体験⽜が多く行われ
ており、実感される効果としては⽛コミュニケーション力がつく⽜⽛集団活動への参画意欲が高まる⽜⽛共
感性が高まる⽜⽛社会的スキルが高まる⽜⽛思いやりの気持ちが高まる⽜ことを示している。なかでも⽛コ
ミュニケーション力がつく⽜⽛集団活動への参画意欲が高まる⽜の⚒点は、期待される効果と実感される
効果の双方で多くの回答がみられた、としている。
また平野は、平成 17 年の中央教育審議会ヒアリングの際に、⽛自然体験活動の何（どんな要素）が青
少年の意欲を向上させるのか？⽜として、⽛自然の中で、他者とともに行う体験活動は、自然環境・他者・
活動から刻々と変化する多様な刺激を同時に受け、それが主体的な行動としてアウトプットされる⽜こ
とを繰り返しながら⽛生きていること⽜の喜び、楽しさ、実感を育む、と述べている。
一方、山本らは、幼児期の自然体験活動が、子どもたちの行動や発育発達にどのような影響を与えて
いるかを調査した。その結果、幼児期に豊富な自然体験をした児童は、望ましい生活習慣が身に付いて
おり、好奇心、自己判断、自己主張が見られ、集中力や観察力、学習能力や学習意欲、人間関係やコミュ
ニケーション能力についても、肯定的にとらえている保護者が多い傾向にあることを明らかにした。
なお、文部科学省中央教育審議会が平成 25（2013）年⚑月に答申した⽛今後の青少年の体験活動の推
進について⽜の中でも、体験活動の意義・効果として、⽛社会を生き抜く力⽜の養成、規範意識や道徳心
の育成、学力への好影響などを挙げている。例えば、小中学生時代の体験が豊富な大人ほど、意欲・関
心や規範意識が高い人が多く、学力の面においても自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがある
小中学生のほうが⽛全国学力・学習状況調査⽜での理科の平均正答率が高いと報告している。
このように、自然体験活動が子どもの⽛意欲向上⽜⽛コミュニケーション力の養成⽜⽛自己肯定感の向
上⽜に与える効果やその他の影響については、文部科学省を中心に児童・生徒・保護者を対象としたア
ンケート調査や各種団体で行われている自然体験活動の実態等の報告・研究が行われている。
Ⅲ カコタムについて
NPO法人Kacotam（以下カコタム）は、経済的理由や家庭環境等により十分な学習環境にない子ども
たち・若者を対象に学習支援を行っている。学校教育や学校外教育、普段の生活体験から得られる学び
を含めた学びの機会格差問題を解決のため、⽛環境に左右されない楽しい学びの場をすべての子どもた
ち・若者へ⽜を使命としており、主に児童養護施設やファミリーホーム、母子生活支援施設等の児童福
祉施設の子どもたち、ひとり親世帯、生活保護世帯の子どもたちを対象に学習を通して関わっている団
体である。
国語・数学（算数）・理科・社会・英語の五教科の学習のサポート、英会話教室、料理教室、自然体験
学習などの体験学習、将来就きたい職業に就いている社会人にインタビューをするキャリア学習などに
取り組み、様々な学びの機会を提供している。また、カコタムでは⽛目前の課題を解決しながら、いか
に子どもたちのʠやりたいʡを見つけて、カタチにすることができたのか。⽜ということを学習支援の成
果と定めている。宿題や友達との関係による悩み、私立高校の進学資金など目前の課題を一緒に解決し
ながら、どのようなことが好きで、どのようなことに興味があるのかを知り、子どもがやりたいことの
具現化を大事にしている。また、子どもと学習を通して関わっていくなかで、子どもたちが良い状況の
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ときも、悪い状況のときも、目前にいる子どもを受け入れ、そのような日々を積み重ねていくことで、
子ども自身が良い状況のときも悪い状況のときも、ありのままの自分を受け入れられるようにつなげて
いくことを念頭において日々の活動に取り組んでいる。
カコタムの学習支援事業には主に①学習ボランティア事業、②スタディサポート事業がある。
学習ボランティア事業は、札幌市内の児童養護施設や母子生活支援施設、ファミリーホーム等社会的
養護に関わる子どもへの訪問型学習支援である。施設を訪問し、原則⚑対⚑で週⚑回程度、担当の子ど
もとともに学習を進めていく。長期間、継続して関わることを約束し、子どもとの関係性を築いていく。
カコタムの役割は、学習面のサポートだけはなく、学習を通して、学習の悩み、生活における愚痴や悩
みを聞き、アドバイスをしたり、⽛どうしたらいいのだろうね⽜と一緒に考えたりする。
スタディサポート事業は、ひとり親世帯や生活保護世帯の子ども、不登校でかつ他の教育機関を利用
することが難しい子どもを対象にした拠点型学習支援である。札幌市内の⚕ヶ所で行っている。拠点型
学習支援は、学生や社会人のボランティアメンバーと子どもたちが⚑つの拠点に集まることによって、
メンバー同士、子ども同士の関係性が構築されていく。学習だけではなく、休憩時間にも対話をするこ
とによってそれぞれの価値観や考え方の違いに触れることができる。特に当事業では、団体全体として
ʠ分からないʡを言うことができるような雰囲気づくりを行っている。年上でもわからないことがある
ということを知ってもらうために、また自身が感じるʠ分からないʡをはっきり伝え、分からないこと
は周りのメンバーや子どもたちとともに考えることを大事にしている。
なお、自然体験学習は、スタディサポート事業全拠点、学習ボランティア事業の母子生活支援施設の
子どもたちを対象に、手稲さと川探検隊、株式会社FRS コーポレーションと協力して行い、当団体では
唯一の屋外で行う活動になる。手稲区にある星置川において虫や魚を捕まえたり、山でバーベキューや
ネイチャーゲームをしたりして、非日常の自然空間で様々な体験の機会を提供している。また、常日ご
ろから子どもたちと関わっているカコタムメンバーが手稲さと川探検隊、株式会社FRS コーポレーショ
ンのスタッフと子どもたちとの橋渡しをしながら、より多くの大人と関わることができるように体験学
習を進めている。
Ⅳ 手稲さと川探検隊について
手稲さと川探検隊は、2004 年に地域の有志が地元の北海道工業大学（現北海道科学大学）の河川生態
系のゼミの協力も得て設立された。大都市札幌において、標高 1,024 mの手稲山と石狩湾に挟まれた手
稲地域は、近年急速に住宅地として開発されたが、住宅地を流れる河川と住宅地に隣接する手稲山麓の
森が僅かに残された自然として残っており、普段忘れられているこれらの身近な空間を活用して、都市
化とともに生き物と触れ合うことから遠ざかっている子どもや大人にも、自然を体験し生き物に触れる
機会を提供することで、日常的に自然に触れるきっかけにしてもらうことを目的に活動を展開している。
また、活動を通して、自然に学び、ともに付き合う技を磨き、自然を守り育てる心、五感、コミュニケー
ション能力の向上や、いのちの大切さや生きる力を育むことを目指している。手稲の川や麓の森を
フィールドに、生きもの探しや観察や調査、森にまつわるワークショップなど、季節に合わせて月⚑回
程度の自然体験活動を参加者を公募して実施している。主な活動は以下の通りである。
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月 テーマ 主な活動内容
⚔月 カエルの卵ソン エゾアカガエルの生息環境について学び、都市化した地域にわずかに残る生
息地を知るため、産卵地を皆で探す。
⚕月 バードウオーク 森から住宅地、川の下流、海へと変化する鳥の種類や鳴き声などを、観察し
ながら海まで歩く。
⚖月 川の生きものしらべ 手稲山から流れる星置川などで、魚や水生昆虫などを捕獲し、観察を行う。
モニタリング調査として毎年実施。
他、コミュニティファーム活動への参加、森林セルフケア体験会の開催、身近な自然や生きものの普
及啓蒙のための⽛生きものハンドブック⽜や⽛生きもの見分けシート⽜の作製・配布なども行っている。
NPO 法人カコタムの子どもたちとの自然体験活動
は、今年で⚓年目となる。手稲さと川探検隊の活動に
熱心に活動に参加されている子ども達の保護者は、思
いっきり自然の中で遊んだ経験のある子どもたちの学
習への意欲や探求心、関心の広がりなどを育む底力が
あることを知識としてあり、しつけや教育の一貫とし
て、意識的に参加していると感じられ、子ども達も生
き生きしている。一方、困難を抱える子ども達はその
ような機会も少なく、（ゲームやお菓子は与えられて
いても）どこか自信なさげで自己肯定感が低く、表情
に乏しい。恵まれた養育環境は子どもの経験値を高め
ることに影響を与え、今、その格差は広がっている現
状において、その格差を少しでも縮められないかという想いが強まっていた中、NPO法人カコタムの⽛環
境に左右されない学びの場をすべての子供たち・若者へ⽜というミッションに出会った。手稲さと川探
検隊の⽛五感を育む楽しい自然体験の場の提供がひとつの解決策を提示することにつながる⽜との考え
と、NPO法人カコタムの⽛子どもたちの体験の積み重ねは、自信や自己肯定感、意欲につながる⽜との
考えから、⚒つの会のコラボレーションで自然体験活動が始まった。
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〈コウモリナイト〉 〈冬の森の生きもの探し〉
〈川の生きものしらべ〉
⚗月 コウモリナイト コウモリの生態を学び、手稲山麓の森などで夜の観察会を行う。
⚘月 真夏の川遊び 魚とりの楽しさ、川流れなど、真夏の川を存分に楽しむ。
⚙月 川の生きものしらべ 手稲山から流れる星置川などで、魚や水生昆虫などを捕獲し、観察を行う。
モニタリング調査として毎年実施。
10 月 森に関係するワーク
ショップ
ヒグマのひみつを探る・道産材でミニカホン作りと打楽器演奏会・森の素材
でマリオネット作りと人形劇・アイヌの仮小屋ケチャ作り・アイヌの保存食
オントレップ作り等。
11 月 水生昆虫ソーティング 川の生きもの探しで捕獲した水生生物を顕微鏡を見たりしながら分類・計数
を行う。モニタリング調査として毎年実施。
⚑月 冬の森の生きもの探し
と橇すべり
樹木の冬芽の観察や、冬も活動している生きものたちの痕跡などを観察をす
る。
⚒月 冬の森遊びやイグルー
つくり
イタヤカエデの樹液：メープルシロップ採り。
⚓月 ⚑年のまとめ さと川探検隊⚑年のまとめの会とイタヤカエデの樹液でメープルシロップつ
くり。
Ⅴ 研究方法
⚑．調査対象
NPO 法人カコタムの学習支援事業でかかわる子ども達のなかで、手稲さと川探検隊が主催する自然
体験学習に参加した小学生⚕名、中学生 10 名、高校生⚒名の計 17 名。
⚒．分析方法
全員にアンケートを実施。さらにアンケートの自由記述で得られた回答を参考に、小学生⚓名、中学
生⚗名、高校生⚒名を対象に半構造化面接による質的調査を行った。インタビュー内容は逐語録を作成。
意味のまとまりに留意しながら逐語録内の自然体験の効果に関連すると思われる箇所を抽出した。
⚓．倫理的配慮
倫理的配慮として、録音や記録作成、抽出した情報に関しては取扱の注意及び配慮について説明し、
アンケートおよびインタビューを本研究に使用することの承諾を得た。分析にあたっては、アンケート
およびインタビューの回答者が特定されることのないようにし、匿名性に関する倫理的配慮を行った。
Ⅵ 結果と考察
⚑．アンケート結果
①今までに自然体験学習をしたことがありますか
ある：48％ ある（前回参加）：26％ なし：26％
②自然体験学習を通して普段勉強するときよりも他の子やメンバーとおしゃべりをしましたか。
普段一緒に勉強している子とのコミュニケーション
よく話した：63％ 変わらない：31％ 話していない：⚖％
普段一緒に勉強しているメンバーとのコミュニケーション
よく話した：57％ 変わらない：36％ 話していない：⚗％
③自然体験学習を通して、初めて会った子やメンバーとおしゃべりをしましたか。
初対面の子とのコミュニケーション
よく話した：56％ 少し話した：31％ 話していない：13％
初対面のメンバーとのコミュニケーション
よく話した：62％ 少し話した：23％ 話していない：15％
④今回の自然体験学習を通して、できるようになったこと、やりたくなったことはありますか。
ある：81％ ない：19％
⑤自由記述（重複内容省略）
・楽しかったー
・もっと大きな魚を取りたかった
・自分から積極的に話せてよかった。札幌駅で二人が話しかけてくれて嬉しかった。
・BBQ がとてもおいしくて、おにぎりや水まで用意してくれてすごく楽しめました。体験のこと
がいっぱいあって嬉しかった。マシュマロおいしかった！
・楽しかった。こんどはキャンプをしたい。ありがとうございました。
・とても楽しかった。普段はあまり触れない自然にもたくさん触れることができたので良かった。
・色々な学年の人と話したり、遊んだりして楽しかった。
普段の学習支援活動で一緒に学習をしている⽛子ども対子ども⽜⽛子ども対メンバー⽜ともに⚖割の子
どもたちが普段よりもコミュニケーションをとっていた。また、初対面の⽛子ども対子ども⽜⽛メンバー
対子ども⽜においても約⚖割の子どもたちが自然体験学習を通してコミュニケーションをとることがで
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きた。さらに、今回の体験を通してできるようになったことがあると答えた子は⚘割を超え、できるこ
とが増えたことで、参加者全員が他の体験・新しい体験をしたいと挙げていた。
⚒．インタビュー結果
①自然体験学習の中で、印象に残ったことや何か心を動かされたこと（楽しかったこと）。
以下の⚖項目が抽出された
②参加メンバーや大人のサポートメンバーと話したり行動する事が出来たか。
以下の⚓項目が抽出された
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項目 本調査で得られた回答
①新しい発見 ・初めて入った川で、小さな魚を見つけたとき。
・初めて何かを見つけたとき。
②自分の発見 ・我慢とか、怒りを抑えることが出来るようになった。
・⚑人で何かを見つけて⽛うおっ⽜となっときが一番よかった。
③新しい体験 ・川とか山に行く機会が何ので、普段にはできないことが体験できた。
④褒められた体験 ・火を起こすことが出来て、大人に褒められた
⑤他者との交流 ・みんなで一緒に、網をたくさん並べてやった追い込み漁。
・川遊びで、水をかけあったこと。
・マシュマロをみんなで焼いたこと。
⑥出来なかったことが出
来るようになった体験
・野菜を切れるようになった。
・初めて巻き割をして普通にできたこと。
・川で、網を使って、魚を捕えることが出来た。
・その火を使って、マシュマロを美味しく焼けた。
・川で、今までで一番大きなカニを、捕まえることが出来た。
・前回来た時よりも、川で魚を、うまく捕れるようになった。
・薪をスイスイ切れた。
・ピーマンの種が取れるようになった。
項目 本調査で得られた回答
①共有体験による人間関
係の広がり
・川遊びや焼き鳥・薪割等、一緒に何かをしているときには、話しやすい。
・バーベキューの時に、大人と話しをしていた。
・自然体験学習で、一緒になった人の方が話しやすいし、また会いたい。
・同じ思い出とか、あった方が話しやすい。
・川遊びで、水をかけあった人たちと話しをした。
・マシュマロを焼きながらとか、何かをしながらの方が話しやすい。
・バスの中で、同じ席など近くになった人や同じグループになった人の方が話し
やすい。
・焼き肉の時は、話をした。
・ネイチャーゲームの時に話をした。
②受動的な人間関係 ・大人とは、話しかけられたら、話をしていた。
・印象の強い人とは、話しやすいが、目立つ人は苦手。
・優しい感じで、程よい距離感のある人とは、話しやすい。
・年の差が違いすぎると、話しずらい。
・フレンドリーな人だったら話しやすい
③狭い人間関係 ・知り合いのメンバーとは話したが、知らない子たちとは話していない。
・なるべく知っている人と行動した。
・以前からの仲間や、知っている子以外とは、話をしない。
・大人はほとんど知っているので、話をした。
③今回の自然体験学習を通して、今後やってみたいこと。
以下の⚓項目が抽出された。
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項目 本調査で得られた回答
①活動・体験の広がり ・川で魚を捕るのが楽しかったから、次は海で魚を捕りたい。
・次は山の頂上を目指して、登山に挑戦してみたい。
・次はキャンプで泊まって、キャンプファイヤーや肝試しなどをしたい。
・サッカーや野球など、スポーツをしたい。
・サイクリングをしたい。
・海で魚を捕りたい。
・キャンプで泊まって、キャンプファイヤーやゲームなど楽しいことをしたい。
・山登りをしたい。
・自給自足の生活をしてみたい。
・自然に触れて冒険・探検したい。
・スケジュール・時間制限無しで、もっとゆっくりしたい。
②主体性の増長 ・自分達だけで、もっと出来ることをしたい。
・活動時間をもっと長くしたい。
・大人抜きで、中高生だけで行ってみたい。
③他者との交流の深まり ・みんなが楽しめるゲームがしたい。
・もっと交流を深めるために、キャンプをしたい。
・泊まりで、もっと長い時間一緒にいると、メンバーの知らなかった面を知るこ
とが出来る。
〈川の生き物探し①〉 〈川の生き物探し②〉
〈初めての薪割〉 〈ネイチャーゲーム〉
粟谷らは、自己肯定感は〈自己充実感：自己否定的な思いや不安にとらわれることなく、のびのびし
て自己が充実していると感じる気持ち〉〈自己実現：自分の目標を持ち、夢をかなえようと取り組む姿勢
を持てる〉〈自己受容：自分の個性を固有のものとして受け入れ、大切に考えることが出来る力〉の⚓因
子からなっていると述べている。今回の調査では、⚓因子のすべてを確認することは出来なかった。特
に自己実現については、今後の活動において培うべき感覚といえよう。しかし、自己充実感と自己受容
に関しては得られた回答より活動がそのきっかけとなっていることが確認できた。
コミュニケーションは、自分のメッセージを適切に送りつつ相手のメッセージを受け取ることで成立
する。今回の活動からは、誰に対してでも自ら⽛自分のメッセージ相手に送る⽜ということは確認でき
なかった。新しい人間関係を作るのに消極的な面も見受けられた。しかし、共有体験を通しながらであ
れば⽛初めてあった人⽜でも⽛自分のメッセージを送る⽜ことはできていた。
⚓．考察と今後の課題
アンケートおよびアンケートの自由記述で得られた回答を参考に、半構造化面接による質的調査を
行った結果を整理すると、以下のようにまとめることができる。
①さまざまな体験・初めての体験・出来なかったことが出来るようになった体験が自己受容を促すきっ
かけとなる
インタビュー①の質問に対する回答項目数は、他の質問との比較の中で⚑番多かった。中でも⽛自
分の発見⽜⽛出来なかったことが出来るようになった体験⽜⽛⽛褒められた体験⽜の⚓項目は自分を振り
返る機会となっており、非日常での体験が⽛新しい自分発見⽜につながったことが考えられる。
②共有体験を通してコミュニケーションがうまれ、人間関係が広がる。
インタビュー②において、最も多かったのが⽛共有体験⽜に対する回答であり、⽛一緒に何かをして
いるときには、話しやすい⽜⽛～をしながら話ができた⽜⽛一緒になった人の方が話しやすい。また会
いたい！⽜等の⚘つの回答を得た。体験を共有できる場・素材が多い自然環境において、⽛共有⽜から
⽛かかわる⽜、そして⽛つながる⽜への変化の可能性が示唆できる。
③体験から次につながる意欲を引き出すことができる。
インタビュー③の質問より得た回答は⚓項目あったが、いずれも⽛次は～をしたい⽜という回答が
含まれており、その数は 13 であった。アンケートでも⽛体験学習を通してできるようなったことが増
えたことで、全員の参加児童が他の体験・新しい体験をしたい⽜と挙げており、自然体験学習が次の
体験につながる意欲を引き出すことが考えられる。
⽛児童養護施設入所児童等調査結果の概要（平成 25 年）⽜によると、児童養護施設入所理由は虐待（放
任・怠だ、虐待・酷使、棄児、養育拒否）が 37.9％（前回 33.1％）、母の精神疾患等が 11.7％（前回 10.1％）
であり、次いで破産等の経済的理由が 5.7％（前回 7.6％）であった。また、母子生活支援施設への入所
理由は、⽛配偶者からの暴力⽜が 45.7％（前回 40.8％）で最も多く、次いで⽛経済的理由による⽜が 18.7％
（前回 24.6％）であった。経済的問題が社会的養護を生み出す⚑つの要因であることを考えると、要養
護児童の家庭では家計に余裕があるとは考え難い。養育者（親）の精神的余裕のなさや経済的な問題か
ら、社会的養護を必要とする子どもたちの日常における様々な体験不足が推測できるなか、今回の自然
学習体験における⽛新しい体験⽜⽛新しい出会い⽜が、子ども達の自己受容・意欲向上・対人関係の広が
りに効果的であることが示唆された。⽛新しい体験⽜を共有しつつともに喜び合うことが出来る仲間と
の⽛出会い⽜⽛が、非日常という空間で新しい自分に出会え、それが自信や意欲の向上につながったこと
が考えられる。
今後、自然体験をさらに効果的にするためには、自然体験より得た⽛やりたいこと⽜が実現する環境
を準備することが重要と思う。⽛やりたいことがあっても、どうせだめなんだ⽜という感覚では意欲も育
たない。希望が実現される体験を通して子どもはさらに自己肯定感や挑戦する意欲を高めるであろう。
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